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（☎ 0866－92－8211）
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企業版ふるさと納税により、本市に
寄付をいただいた企業を紹介します。
■企業名（本社所在地） 株式会社誠
和（栃木県下野市）
■寄付金額 50万円
■活用事業　誰もが安心して働きたく
なる総社事業

企業版ふるさと納税で
総社市を応援！

株
式
会
社
誠
和
代
表
取
締

役
大
出
浩
睦
さ
ん
に
感
謝
状

を
贈
呈
し
た

　校舎内の空き教室を改装したクラブ内で思い思いに過
ごす児童ら

　クラブ看板の除幕では、児童による英語のカウントに
合わせてロープが引かれた 問

い
合
わ
せ
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　地元の食材を生かした食事が楽しめる（宿
泊プラン「吉備路会席  彩斗」）

サンロード
吉備路HP国民宿舎サンロード吉備路国民宿舎サンロード吉備路

指定管理者変更で再スタート

くつろごう！  味わおう！  楽しもう！

吉備路観光の拠点として
愛されている国民宿舎サン
ロード吉備路。この春、新
たに下電観光バス・シャン
テ矢掛屋が指定管理者とな
り、運営を開始しました。
　リニューアルした宿泊プ
ランのおすすめは、夕食に
提供される会席料理。地元
産の新鮮な食材をふんだん
に使った、料理長厳選のメ
ニューを楽しめます。
　天然温泉は日帰り入浴も

可能。和風・洋風の二種類
あり、日替わりで男女を入
れ替えています。
　ランチバイキングやディ
ナーなどが楽しめるレスト
ランの営業再開は、6 月を
予定しています。
　宿泊・宴会プランなど最
新情報は、ホームページか
ら確認できます。
　予約先・問い合わせ 国
民宿舎サンロード吉備路（☎
0866－90－0550）

　落ち着いた雰囲気の和風露天風呂。旅の疲
れを天然温泉でゆっくり癒やして

２月 27日から３月 21日までの日
程で、２月定例市議会を開催。令和
５年度補正予算や令和６年度当初予
算、条例の制定などが審議され、陳

情２件を除く 50案件が原案どおり可決などされました。
　令和５年度一般会計予算は、16 億 9800 万円の減額。
新庁舎建設工事における工事請負費で、年度内の執行が
不用となったことによる 15 億 7800 万円などが減額さ
れました。また、ふるさと納税の返礼品に係る経費
1750 万円などが増額されました。
　令和６年度一般会計当初予算の総額は、358 億 2000
万円です。（詳細は、６～８ページ）
　条例では、中学校と義務教育学校後期課程に在籍する
生徒に係る学校給食費を無償とすることを定める学校給
食費無償化に関する条例の制定などが可決されました。
　このほか、教育委員会委員に瀬尾英子さん、三上啓子
さんを任命すること、人権擁護委員の候補者に片岡晃さ
ん、服部英文さんを推薦することにも同意されました。

問い合わせ 総務課行政係（☎ 0866－92－8218）

２月２月
定例市議会定例市議会
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